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(I) A I Bの土壌処理はカーネーション切り花の鮮度保持に効果を示した｡花保ち日数は無
処理区の8･3日に対して2日程度長かった｡しかし,個体差が大きく,処理回数が多い区で
は無地理よりも花保ちが劣る個体も見られた｡
(2) A I Bの土壌地熱ま･切花長,切花重,節数.茎径等の切り花品質に大きな差がなかっ
た｡しかし･花弁の発達が阻害され花径が小さくなる傾向が見られた｡その傾向は,地理
終了時より処理終了後1カ月の方が顕著であった｡
(3) A I Bの土壌処軌ま･処理間の開花期及び収丑に影響は改められなかった｡ A I B地琴
区のがク割れ率が低いのは･処理により花径が小さくなったためと考えられる｡なお,無処
理区の良花率が低いのはがク割れが多かったからである｡
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ピン酸･ NaHCO3 (CO2)の要求性,基質ACCに対するKm値(111-125 tAM),分子
量(35kDa)を明らかにした.また, 6種類のACCの類似化合物を用いて, ACC酸
化酵素の阻害活性を比較してACBCが最も強い阻害活性を持つことを兄いだした.
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